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鶏コクシジウム症における感染様式と発病の程度

ならびにオオシスト産生との関係

１Ｖ．Ｅ〃ｅ７ｉａ力γαccｏｒ感染およびＥ,〃zｉｓ感染

及川弘川口陽資

塩野義製薬株式会社油日ラポラトリーズ

(昭和50年９月９日受領）

両種ともに３種類の感染様式に３～４段階のオオシス

ト感染数を組合せて10群とし，それぞれ群番号をＰ-1～

10,Ｍi-1～１０とした．感染様式は強制的経口１回感染

(１回感染と略称)，強制的経口１日１回感染を５日間反

覆感染（反覆感染)，および飼料添加による連続５日間

感染（連続感染）とした（Tableｌ）．それに無感染対

照群を１群設けた．飼料添加による感染の方法は前報

(及川・川口，１９７５ａ，ｂ，ｃ)と同様であった．

観察期間は初感染後14日までとした．臨床症状は両種

ともに粘液便または下痢便を観察した．飼料摂取量およ

び飲水量は群別に，体重は個体別に，２日毎に測定し

た．Patentperiod中は糞便１９中のオオシスト数（ＯＰ

Ｇ）を毎日測定した．

成績

Ｅ〆αCCC工感染では，初感染３日後より粘液便の排

泄がみられたが，６日後には回復した．症状の程度は感

染数により影響をうけたが，感染様式間に顕著な差はみ

られなかった．

Ｅ､，"がis感染では，初感染３日後より粘液便および下

痢便の排泄がみられたが，その強さと期間は感染様式お

よび感染数により強く影響をうけた．初期の５日間の感

染総数が同一なら，これを１回で感染させるよりはこれ

を少数ずつに分けて反覆的或は飼料添加して連続的に感

染させる方が症状は強く，長期化する傾向であった．ど

の感染数でも蝿死例はなかった（Table２)．

初感染後14日間の体重曲線をＦｉｇ．１に示す．Ｅ

ｐ７ａｅｃｏｒ感染では，体重に対する感染様式および感染数

の影響は著しくなかった．Ｅ’'z伽感染では，体重に

対する感染数の影響は強く認められ，感染様式の影響は

初期の５日間の感染総数を同一として比較する（Mi-4，

緒言

著者らは野外における鶏コクシジウムの感染様式を解

析する手がかりを得るため，実験室内の条件下で，感染

様式と感染数を種々に変えて組合せた場合に，症状の程

度およびオオシスト産生のパターンが如何に変るかを検

討した．これまでＥｉ'"eγｉａａｃｅ７ｗ//"αおよびＥｒｅ‐

Ｍ〃それぞれの単一種感染（及川・川口，1975a)，Ｅ

aceγ１Ｍi"αとＥ／e〃んの混合感染（及川・川口，

1975b)，Ｅ・〃ｚａｒｊ"】αおよびＥ〃ｃｃα〃i工のそれぞれの

単一種感染（及川・川口，l975bc）について報告した．

今回は我国での検出率がオオシスト陽性の１０％を占め

るＥＰｒａｅＣｏ工と，その検出率は低い（0.8％)(及川ら，

1975.）が病原性の比較的強いＥ・〃z伽について検討

した．

材料および方法

動物は当所で繁殖育成したコクシジウムフリーの白色

レグホンＬＭ系（日生研由来）１０日令のものを各群８

羽ずつ用いた．飼料は奈良県忠岡飼料製の薬剤無添加チ

ックフードを与えた．

動物飼育室は温度２５±2Ｃ，湿度40～60％に空調し，

動物は群毎にバタリーケーヂに収容した．

病原体はＥｉ,"eγｉａＰγαCCC工およびＥ，"伽の野外

株を用いた．前者は1974年９月兵庫県のブロイラーから

分離されたもので，decoquinate,robenidine，sulfadi‐

methoxineに感受`性であったが，clopidol(飼料中0.025

％）には耐性であった．後者は1974年３月鹿児島県のブ

ロイラーから分離されたもので,clopidoLdecoquinate，

およびrobenidineに感受性であったがsulfadime‐

thoxine（0.1％）には耐性であった（及川ら，1975.)．

（９）



142

TablelDesignfortheexperimentalinfectionwithE〃”ｉａＰ７ａｅｃｏ工
ａｎｄＥ・ＭＺｉｓｉｎｃｈｉｃｋｅｎｓ

Ｎｕｍｂｅｒofoocysts
inoculated

Ochick/day）

Totalnumberofoocysts
Repetition

inoculated(/chick）
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infect

ｏｆ

ｏｎ
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Ｎｏ．
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２
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５
５
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Ｍ
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－
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１
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×
×
×

４
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×
×
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×
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１
２
３
４
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１
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×
×
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４
２
１
５

103

104

105

105

１
１
１
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ロ
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×
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４
２
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５
５
５

×
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２
１
５

104

105

105

５
６
７

Ｆｅｅｄａｄｄｅｄ

ｓｕｃｃｅｓｓ１ｖｅ

ｉｎｆｅｃｔｉｏｎ
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104
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５
５
５

２

９．５

４．１
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×104＊

×105＊

８
９
０
１

×
×
×

４
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１

calculatedfromfoodintake．Remarks＊Totalnumberofoocystsinfectedwas

Mi-7，Mi-10）と認められなかった．即ちＥ・〃z伽感

染による体重の変化は感染総数によって支配された．

感染後の症状期別の飼料摂取量および飲水量と増体重

との関係はＦｉｇ．２に示す如く，Ｅ・がaecoz感染では

初感染後３～６日に変化が大きく，９．１０日後には常態

に復したが，Ｅ，"伽感染では初感染１３，１４日後にな

ってようやく常態に復した．これらの変化は両種ともに

臨床症状（とくに糞便の性状）の発現・消失と並行し

た．

初感染後14日間における飼料摂取量と増体重は，Ｅ，

がaeco工感染では感染様式および感染数間に差はみられ

ず，無感染対照群との間に有意差はみられなかった．他

方，Ｅ・ｍｚｉｓ感染では，飼料摂取量と増体重は感染総

数によって顕著な影響をうけ，しかも飼料要求率は感染

数に並行して高くなった（Table３)．

オオシスト産生のパターンは両種ともに感染様式およ

び感染数に関係なくほぼ一定の傾向を示した(Fig.３)．

すなわちPrepatentperiodはそれぞれ４日未満および

５日，最高ＯＰＧ値はそれぞれ９×106および２×106,

Patentperiodはそれぞれ１０日および１０日以上であっ

た．

考察

Ｅ・ＰγαCCC工およびＥ､，"伽はともに鶏の小腸に寄

生するコクシジウムで，Ｅ、ace7U"Zi"αに類縁の種とさ

れている（Becker，１９６５；ＤａｖｉｅｓｅＺａＺ，１９６３；Edgar

andSeibold，１９６４；Kheysin，１９７２；Ｌｏｎｇ，１９６７；

Pell6rdy，1965)．

著者らが我国のブロイラーから集めた糞便試料のう

ち，オオシスト陽性268検体からＥ・〆aeCo工は約10％検

出されたが，Ｅ､，ﾉziz/ｓは約１％検出されたにすぎなかっ

た．我国において両種の生物学的』性状はまだ報告されて

いなかったので，分離株についての性状および薬剤感受

』性について報告した（及川ら，1975.)．本実験で用いた

（１０）
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Table２Mucousanddiarrheafecesandnumberofdeathin

chickencoccidiosis
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Table3Totalfoodintakeandbodyweightga1nsduringaperiod

ofl4daysincoccidiosis

Totalfoodintake

（g/chick/14days）
Bodyweightgains
（g/chicM4days）

Foodconversionrat1oＧｒｏｕｐＮｏ．

108±241〕（82％）

110±27(84）

106±20(80）

107±17(81）

112±１０(86）

101±29(77）

105±16(80）

119±７(90）
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240(80）
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2.59(114）
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5

９
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Remarks．Ｐ－１～ｌ０ａｎｄＭｉ－１～ｌ０ＳｅｅＴａｂｌｅｌ．

＊ａｎｄ＊＊：Significantdifferenceat5andl961evelfromcontrol，respectively
DMean±standarddeviation．

様式と感染数が，症状の程度にいかに支配的な影響を与

えるかについて両種を比較しつつ，しかもＥａｃｅ７Ｕ仏

Z伽α感染(及川・川口，1975a)との比較が容易にできる

ような実験計画をたてた．

その結果によれば，Ｅ・〃zfirzsの病害'性は五.Ｐ７ａｅｃｏ工

のそれに比べて著しく強く，長期にわたる．同程度の病

害性を発揮するに要するオオシストの感染数は'/10以下

である．また，ＥaceγＵ２`Ｚｊ"αと同程度以上の病害`性を

有することが推測される．

EdgarandSeibold（1964）がＥａｃｃパ'(【Zi7za，Ｅ、

刀zizisおよび五・がaccomの病害'性をそれぞれXXX，

ＸＸ,およびＸと記載しているが，これはそれぞれＸＸＸ，

XXXおよびＸとするのが正しいと考えられる．

次に，Ｅ､ＰγαCCC必およびＥ，７７２〃ｓのオオシスト産

生のパターンがともに感染様式および感染数に影響され

ず，定型的な傾向を示すことは，Ｅ、αccﾉｰU"""α，Ｅ，

株はそれと同一由来のものであった．

諸外国においても，この両極の野外における検出率は

ほとんど問題とされておらず，正確な数字はみあたらな

いまた野外における病害』性についてもほとんど注目さ

れていない．

両種の病害`性に関する実験的な研究も少数の報告があ

るにすぎない．４または７週令のヒナに五.Ｐ,-αeco工の

オオシストを１羽当り106個感染させると飼料摂取量お

よび飲水量は低下し，増体重も低下するが，その程度は

E･aceパw""αオオシストの同数感染に比べて著しく軽

度であるとされる（Long，1968)．他方，Ｅ､，,ziZis感染

において，６日令のヒナの体重には，１×104個感染で軽

度な影響が，５×105個感染では顕著な影響がそれぞれ認

められる（Joyner，1958)．

しかし，これらの報告は感染数と病害性との関係につ

いて十分な資料を提供し得ない．そこで本報告では感染

（１２）
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用率が低下することを示した．

Ｅ､ＰγαCCCェとＥ・’'2がｉｓの病害`性の強さを比較する

と，糞便の症状の強さと期間，増体重，飼料の利用率に

及ぼす影響は後者の方が著しく強く，Ｅａｃ”Ｕｚ`J/"αに

匹敵するほどであった．

オオシスト産生のパターンは両種ともに感染様式およ

び感染数に関係なく，定型的であり，Crowdingeffect

が認められた．

rc71c/【α及川・川口，1975a）およびＥ，７"αが"zａ（及

川・川口，1975c）と同様の結果でcrowdingeffectが

認められた．

両種のＯＰＧ値のパターンが感染様式にも感染数にも

影響されず定型的であったことは臨床症状および体重の

変化と全く関連性が認められなかった．このことは反覆

乃至連続感染において，後続して感染したオオシストは

症状の強さを増し，発症期間を幾分延長させはするが，

宿主体内で次代のオオシスト産生には関与しないものと

考えられる．すなわち，crowdingeffectはオオシスト

形成の時期に厳しく作用しているものと考えられる．

本実験に用いたＥ,zb7-acco主およびＥ，，"〃ｉｓの生物

学的症状については別に報告した（及川ら，1975.)．

Patentperiodは前者が７～９日，後者が９日以上（推

定値11日）で文献値がそれぞれ９日（Long，1968）と

10～11日（Joyner，1958）とほぼ一致している．

Ｅ〃!/r/ｓと万．αcc'へびz`J/"αは腸管内寄生部位および

組織学的寄性位置に相違がみられ，前者は後者に比して

広い範囲に分布するが，病害性に関しては極めて近似し

ている．他方Ｅ’"ｉＴａｚｉの生物学的'性状がＥａｃｅγU"

Z/"αに極めて近似するためこれを独立の種とするよりは

Ｅａｃｃバマ(Zii7lLzvar，"ｉｚ'α〃とする提案もなされた(Long，

1973）ほどである．Ｅ･aceγUzzZ/"α,Ｅ，？"ｉＺｉｓおよび五．

?"ir1ariJの３種はそれらの生物学的`性状からみると極め

て近緑のものと考えられる．

ノガ.｣bﾉｰαccomおよびＥ､，'zitisはその病原性（蜷死率，

臨床症状，体重）と野外における出現頻度とを総合して

考えるなら，ともに鶏コクシジウム病の原因種としては

ほとんど無視しても実際上の支障はないと考えられる．
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シスト産生との関係．Ⅲ．Ｅf"ICγi`z〃zariima感

結語

鶏コクシジウムＥ/"ｌｃ７~ｉａｐγαccozおよびＥ､，"がｉｓ

の感染における感染様式ならびに感染数と症状の程度な

よびにオオシスト産生との関係を検討した．

五.'(IcCOェ感染では糞便の性状および体重の変化は

感染総数に支配され，感染様式の影響はみられなかっ

た．Ｅ・〃Zrrjs感染では糞便の'性状には感染数および感染

様式の影響がみられたが，体重に対しては感染総数の影

響が支配的であった．

Ｅ沙'､qCcar,Ｅ，’）z肋ｉｓともに５×105個感染で蜷死例

はなかった＿

飼料要求率はＥ・ＰγαeCOェでは感染様式および感染数

に関係なく一定であったが,Ｅ，"”Ｓでは感染総数の

影響が認められた.これは感染数の増加により飼料の利

（１４）
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i Abstract =
I I

EFFECT OF MODE OF INFECTION ON MANIFESTATION OF SYMPTOM

AND OOCYST PRODUCTION IN CHICKEN COCCIDIOSIS

IV. EIMERIA PRAECOX AND E. MITIS

Hiroshi OIKAWA and Harumoto KAWAGUCHI

(Aburahi Laboratories, Shionogi & Co. Ltd.,

Koka-cho, Shiga Prefecture, 520-34, Japan)

Effect of the mode of infection (single, repeated or successive) with Eimeria praecox

and E. mitis on the manifestation of symptom and oocyst production in chicken coccidiosis

was examined in the laboratory condition as a model for field infection with the both

coccidia.

In E. praecox infection, the severity of symptom and body weight gain of the host

changed in parallel with the total number of oocysts infected, irrespective of the mode of

infections.

E. mitis caused severer clinical symptom in the repeated or successive infection than in

the single infection, and the body weight gain of the host changed parallel with the total

number of oocysts infected, irrespective of the mode of infections.

No mortality was observed at the inoculum doses of 5X105 oocysts of the both species,

respectively.

Feed conversion ratios in the groups of E. praecox infection were almost same as that of

the uninfected control, while those in the groups of E. mitis decreased when the total number

of oocysts infected was increased.

Morbidity of E. mitis was severer than that of E. praecox and was estimated almost

same as that of E. acervulina.

The patterns of oocyst production in both E. praecox and E. mitis, in view of the

change of the number of oocysts per gram of feces (OPG) and duration of the patent period,

were almost uniform irrespective of the mode of infection and the total number of oocysts in

fected ; this is thought probably be due to "crowding effect".


